
　市の協働事業で、
J

　ジャオ　　リュウ

IAOLIU鎌倉が市内の
飲食店などの、外国語
のメニュー表や店内マ
ナーの掲示物を無料で
作成します。

　平成30年中に納付し
た社会保険料（国民年
金、国民健康保険など）
は、確定申告や年末調
整時に所得から控除で
きます。

　大船自治町内会連合会
会長で、市自主防災組織
連合会会長、大船まつり
実行委員長などを務める、
田子祐司さんにお話を伺
いました。
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 平成30年
10月1日
現在

　市では毎年市制記念日の11月 3 日に、市内において憲法および市民憲章の精
神の普及・啓発ならびに市政の振興に功労のあった人や団体を表彰しています。
　今年度は産業経済功労 1 人、地域生活功労15人、環境保全功労 1 人、教育文
化功労17人など、36人 1 団体を表彰しました。受賞された皆さん、おめでとう
ございます。　　　　　　　　　　　　　　　　　               秘書課…内線２２１1

2面に続く

市政功労者を表彰しました

市議会本会議場での表
彰式には、25人が参加
し、一人ずつ市長から
表彰状や感謝状が授与
されました。
（写真は田村亮輔さん）



1面から続き

＊
本
文
中
は
敬
称
略
。（

　）内
は
功
績
内
容

平成30年（2018年）11月15日　第1 3 2 6号 （２）広 報 か ま く ら

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
団
体
役
員
、
自
治
町
内
会
長
、
消
防
団
員
、
指
導
員
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て

優
れ
た
成
績
を
収
め
た
人

環
境
保
全
功
労

◆
環
境
の
保
全
・
美
化
に
貢
献

産
業
経
済
功
労

◆
観
光
振
興
に
貢
献

牧
田
知
江
子
（
市
観
光
協
会
理
事
15
年
）

田
中
美
惠
子（
緑
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
指
導
員
20
年
）

地
域
生
活
功
労

◆
住
民
自
治
の
推
進
、
消
防（
団
）活
動
、

　地
域
安
全
対
策
な
ど
に
貢
献

奥
村
徹
也（
北
稲
村
ガ
崎
自
治
会
会
長
12
年　

市
自

治
町
内
会
総
連
合
会
役
員
5
年
）

髙
田
隆（
新
富
町
町
内
会
会
長
12
年　

市
自
治
町
内

会
総
連
合
会
役
員
12
年
）

髙
山
一
朗（
材
木
座
宮
仲
自
治
会
会
長
13
年
）

山
田
稔（
山
ノ
内
中
町
北
町
内
会
会
長
13
年
）

荒
井
朝
浩（
消
防
団
員
30
年
）

荒
井
弘
明（
消
防
団
員
30
年
）

安
齊
勘
一
郎（
消
防
団
員
30
年
）

井
深
良
仁（
消
防
団
員
30
年
）

（左から）奥村徹也さん、髙田隆さん、田二見健さん、髙山一朗さん、中村悟さん、山田稔さん、須藤きよ子さん、荒井弘明さん、
井深良仁さん

市
政
功
労
者
の
皆
さ
ん

金
子
正
和（
消
防
団
員
30
年
）

城
戸
内
昭
浩（
消
防
団
員
30
年
）

小
髙
俊
一（
消
防
団
員
30
年
）

田
二
見
健（
消
防
団
員
30
年
）

小
杉
圭
一（
交
通
指
導
員
26
年
）

中
村
悟（
交
通
指
導
員
20
年
）

須
藤
き
よ
子（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
11
年　

鎌
倉
グ
ラ
ン

マ
ー
ク
ス
自
治
会
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
の
見
守
り
活
動
）

教
育
文
化
功
労

◆
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

飯
島
忠（
少
年
野
球
チ
ー
ム
≪
鎌
倉
笛
田
エ
ー
ス
≫

指
導
者
24
年
）

小
泉
親
昂（
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
15
年
）

青
木
里
佳（
2
0
1
8
世
界
跆
拳
道
選
手
権
大
会
組

手 

ア
ン
ダ
ー
18   

50
kg
級
準
優
勝
）

多
美
瑛（
第
17
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
愛
顔

つ
な
ぐ
え
ひ
め
大
会
」陸
上
女
子
1
0
0
m
走
第

2
位
、
陸
上
女
子
2
0
0
m
走
第
2
位
）

岡
澤
一（
2
0
1
8
世
界
跆
拳
道
選
手
権
大
会
組
手

36
歳
以
上
70
kg
級
第
3
位
）

齋
藤
梨
衣（
第
４
回
全
日
本
小
中
学
生
ビ
ー
ム
ラ
イ

フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
少

年
女
子
60
発
競
技
第
1
位  

平
成
29
年
度
ヤ
ン
グ

ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ル
全
国
選
抜
大
会
ビ
ー
ム
ピ
ス

ト
ル
少
年
女
子
40
発
競
技
第
2
位　

第
18
回
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
大
会

ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
少
年
女
子
立
射
60
発
競
技
中
学

生
個
人
の
部
第
2
位
）

佐
々
木
雅
広（
第
17
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
大
会
」水
泳
男
子
25
m
平
泳

ぎ
第
１
位
、
水
泳
男
子
25
ｍ
背
泳
ぎ
第
２
位
）

佐
俣
海
遊（
第
72
回
国
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

少
年
女
子
第
3
位
）

瀬
戸
た
ま（
第
35
回
全
日
本
武
術
太
極
拳
選
手
権
大

会
24
式
太
極
拳
C
第
3
位
）

田
村
亮
輔（
第
40
回
全
国
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会
男
子
11
～
12

歳
50
ｍ
背
泳
ぎ
第
3
位
）

タ
ン
ポ
ス
悠
人（
文
部
科
学
大
臣
杯
第
61
回
小
学
生
・

中
学
生
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
個
人
戦
小
学

4
年
生
男
子
形
の
部
優
勝
）

◆
寄
付
行
為

市
川
宏
伸（
鏑
木
清
方
の
師
匠
で
あ
る
水
野

年
方
の
作
品
を
寄
付
）

近
藤
幸
雄（
鏑
木
清
方
の
師
匠
で
あ
る
水
野

年
方
の
作
品
を
寄
付
）

株
式
会
社
ノ
ジ
マ（
電
化
製
品
等
の
物
品
の

寄
付
）

《日野阿新（上）　橘逸勢女（下）》　
明治35（1902）年　鏑木清方記念美術館蔵

（左から）中澤操さん、青木里佳さん、橋本あんずさん、齋藤梨衣さん、田村亮輔さん、佐々木雅広さん、坂齋綾音さん、瀬戸たまさん、坂齋綾介さん、
タンポス悠人さん、茂木彩名さん

中
澤
操（
2
0
1
8
世
界
跆
拳
道
選
手

権
大
会
36
歳
以
上
型
1
段
の
部
準
優

勝
）

橋
本
あ
ん
ず（
U
N
I
C
O
N
19
≪
一
輪

車
世
界
大
会
≫
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
女

子
17
歳
の
部
第
1
位　

I
U
F
ス
ラ

ロ
ー
ム
女
子
15
～
18
歳
の
部
第
2
位

ダ
ウ
ン
ヒ
ル
女
子
15
～
18
歳
の
部
第

2
位　

レ
ー
ル
レ
ー
ス
女
子
16
～
19

歳
の
部
第
2
位　

レ
ー
ル
レ
ー
ス
女

子
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
部
第
3
位　

ペ
ア

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
女
子
17
歳
の
部
第

3
位
）

坂
齋
綾
音（
U
N
I
C
O
N
19
≪
一
輪
車

世
界
大
会
≫
30
m
タ
イ
ヤ
乗
り
エ
キ

ス
パ
ー
ト
女
子
第
1
位  

全
日
本
一
輪

車
競
技
大
会
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
部
門

タ
イ
ヤ
乗
り
30
ｍ
女
子
第
1
位
）

坂
齋
綾
介（
U
N
I
C
O
N
19
≪
一
輪
車

世
界
大
会
≫
30
m
タ
イ
ヤ
乗
り
エ
キ

ス
パ
ー
ト
男
子
第
２
位  

全
日
本
一
輪

車
競
技
大
会
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
部
門

1
0
0
ｍ
ス
プ
リ
ン
ト
男
子
第
3
位
、

タ
イ
ヤ
乗
り
男
子
30
ｍ
第
3
位
）

藤
原
聖
佳（
N
H
K
杯
第
52
回
全
日
本

選
抜
選
手
権
大
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
女
子

の
部
準
優
勝
）

茂
木
彩
名（
U
N
I
C
O
N
19
≪
一
輪
車

世
界
大
会
≫
30
m
タ
イ
ヤ
乗
り
エ
キ

ス
パ
ー
ト
女
子
第
３
位
）

市川宏伸さん

（左から）飯島忠さん、小泉親昂さん

一
般
表
彰
　

感
謝
状
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社
会
保
険
料
は

　
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す

　
平
成
30
年
中
に
納
付
し
た
次
の

社
会
保
険
料
（
未
納
分
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
た
場
合
も
含
む
）は
、

確
定
申
告
や
給
与
所
得
者
の
年
末

調
整
の
と
き
に
、「
社
会
保
険
料
」

と
し
て
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　
な
お
②
③
④
と
も
、
納
付
済
み

額
の
お
知
ら
せ
は
、
来
年
１
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。

【
①
国
民
年
金
】

　
控
除
の
対
象
は
、
本
人
お
よ
び

同
一
生
計
の
親
族
の
保
険
料
で
す
。

　
免
除
期
間
分
を
追
納
し
た
場
合

や
、
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
も

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
納
付
額

を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

　
３０
年
中
に
納
付
実
績
が
あ
っ
た

人
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

送
付
さ
れ
て
お
り
、
１０
月
１
日
ま

で
の
納
付
状
況
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
10
月
２
日
以
降
に
納

め
た
分
に
つ
い
て
は
、
見
込
み
額

と
し
て
記
載
の
あ
る
人
を
除
き
、

領
収
書
が
必
要
で
す
（
１０
月
１
日

以
前
に
納
付
実
績
が
な
く
、
10
月

２
日
以
降
に
今
年
初
め
て
納
付
し

た
人
に
は
、
来
年
２
月
に
同
様
の

証
明
書
を
送
付
予
定
）。

　
詳
細
は
、
基
礎
年
金
番
号
を
確

認
の
上
、
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・

０
０
４
、
０
５
０
で
始
ま
る
電
話

か
ら
は
☎
03
・
６
６
３
０
局
２
５

２
５
）
へ
。
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.ne
nkin.go.jp

）も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
に
つ

い
て
は
県
国
民
年
金
基
金
（
☎
０

１
２
０
・
６５
・
４
１
９
２
）
へ
。

【
②
介
護
保
険
】

　
控
除
の
対
象
は
、
本
人
お
よ
び

同
一
生
計
の
親
族
の
保
険
料
で

す
。
た
だ
し
、
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
た
保
険
料
）は
、

そ
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
本
人

だ
け
が
控
除
を
申
告
で
き
ま
す
。

　
納
付
額
な
ど
に
つ
い
て
は
、
65

歳
以
上
の
人
は
介
護
保
険
証
の
被

保
険
者
番
号
を
確
認
の
上
、
高
齢

者
い
き
い
き
課
へ
、
40
～
64
歳
の

人
は
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組

合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▢問
高
齢
者
い
き
い
き
課
☎
６１
局
３

　
９
４
９

【
③
後
期
高
齢
者
医
療
】

　
控
除
の
対
象
は
、介
護
保
険（
右

記
）
と
同
様
で
す
。
詳
細
は
、
保

険
証
の
被
保
険
者
番
号
を
確
認
の

上
、
保
険
年
金
課
へ
。

▢問
保
険
年
金
課
☎
６１
局
３
９
６
１

【
④
国
民
健
康
保
険
】

　
納
付
額
な
ど
に
つ
い
て
は
、
保

険
証
の
記
号
番
号
を
確
認
の
上
、

保
険
年
金
課
へ
。

▢問
保
険
年
金
課
☎
６１
局
３
６
０
７

お
問
い
合
わ
せ
は

　
各
担
当
課
な
ど
へ

国民健康保険料　　11月分の納期限は 11 月 30 日（金）です 保険年金課☎61－3６０７

これまでの本庁舎整備の取り組みについてご覧いただけます 鎌倉市　本庁舎整備に向けた取組

持続可能な都市
鎌倉を目指して

〜市役所本庁舎の整備⑥

鎌倉市長　松尾 崇

田子祐司さん

　
現
庁
舎
跡
地
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
賑
わ
い
や
憩
い
の
創

出
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
や
手
続
き
の
窓
口
を
残

し
、
そ
の
上
で
図
書
館
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
を
集
約
し
、
生
涯
学

習
、
芸
術
文
化
、
市
民
活
動
、
多

世
代
交
流
な
ど
の「
つ
な
が
る
場
」

の
拠
点
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
大
船
自
治
町
内
会
連

合
会
会
長
で
、
市
自
主
防
災
組
織

連
合
会
会
長
、
大
船
ま
つ
り
実
行

委
員
長
な
ど
を
務
め
る
田
子
祐
司

さ
ん
に
「
つ
な
が
り
」
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
す
。

意
見
交
換
を
通
じ
て
、

市
役
所
機
能
の
整
理
を

︱
本
庁
舎
や
現
庁
舎
跡
地
利
用

に
関
し
て
は
、
意
見
交
換
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
機
能
を

整
理
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
熊
本
県
益
子
町
を
震

災
後
に
訪
ね
ま
し
た
が
、
市
役
所

は
母
体
と
し
て
災
害
時
に
確
実
に

機
能
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
、
密

に
連
携
す
る
消
防
本
部
が
全
市
的

な
動
き
を
す
る
な
ら
、
災
害
拠
点

に
は
そ
れ
な
り
の
規
模
の
敷
地
が

必
要
だ
と
い
う
印
象
で
す
。一
方
、

地
域
に
は
年
配
の
人
も
困
ら
な
い

普
段
の
窓
口
が
必
要
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
に
ど
ん
な
機
能
が
必

要
な
の
か
、
何
階
に
何
を
置
く
の

か
な
ど
整
理
し
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

顔
が
見
え
る
つ
な
が
り
を 

お
ま
つ
り
も
、
防
災
も

︱
大
船
で
は
「
地
域
住
民
同
士

の
顔
が
見
え
る
つ
な
が
り
」
に
つ

い
て
随
分
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

大
船
ま
つ
り
で
は
、
地
域
全
員
で

作
ろ
う
と
取
り
組
ん
で
お
り
、
当

日
は
９
万
人
を
超
え
る
人
々
で
賑

わ
い
ま
す
が
、
行
事
に
携
わ
る
の

も
、
見
る
の
も
同
じ
参
加
で
す
の

で
、
参
加
す
る
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

 

　「
顔
が
見
え
る
つ
な
が
り
」
と

い
う
考
え
は
防
災
も
同
じ
で
、
私

た
ち
は
大
船
地
域
の
小
学
校
を
避

難
所
と
す
る
際
の
住
民
向
け
の

「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

ま
と
め
ま
し
た
。
行
政
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
住
民

が
現
場
で
使
え
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
災
害
時
、
行
政
職

員
に
で
き
る
こ
と
は
限
定
さ
れ
て

い
ま
す
し
、
地
域
で
あ
る
程
度
対

策
を
し
て
い
な
い
と
困
る
だ
ろ
う

と
声
掛
け
を
し
た
ら
、
多
く
の
方

が
尽
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
自
分
た
ち
の
役
割
が

共
有
さ
れ
て
い
れ
ば
、
実
際
の
災

害
時
に
動
き
が
違
う
も
の
に
な
り

ま
す
。
自
然
豊
か
な
鎌
倉
で
は
、

海
の
防
災
が
あ
れ
ば
山
の
防
災
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
地
域
な
ら
で
は

の
防
災
が
必
要
で
、
そ
れ
ぞ
れ
で

ど
う
助
か
る
か
を
、
知
恵
を
寄
せ

合
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
後
は
、
そ
う
い
う
検
討
を

他
の
地
域
と
共
有
し
、
市
内
で
高

め
て
い
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
若
い
人
の
声
を

ど
ん
ど
ん
聞
か
な
き
ゃ

︱
こ
れ
か
ら
の
鎌
倉
を
考
え
る

な
ら
、
や
は
り
若
い
人
の
考
え
を

ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
い
っ
た
方

が
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
会
長
職
を
務
め
て
い
る
と
よ
く

意
見
を
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
私
は

答
え
る
代
わ
り
に
「
つ
な
が
る
場
」

を
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
私

が
答
え
た
ら
自
治
町
内
会
連
合
会

の
答
え
に
なっ
て
し
ま
う
。
も
し
関

係
者
が
集
う
場
が
あ
れ
ば
、
意
見

が
あ
る
人
は
当
事
者
と
し
て
責
任

を
持
っ
て
真
剣
に
関
わ
っ
て
く
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
場
を
通
じ
て
、
大

船
ま
つ
り
で
も
多
く
の
若
い
人
が

自
発
的
に
動
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
で
育
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
、
若
い
人
に
参
加
を

促
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
大
船
地
域
で
は
、
他
に
も
「
鎌

倉
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
」
と
い
う
今
泉

台
の
地
域
活
性
化
の
事
業
が
あ

り
、先
日
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
、▲

　中小企業向けの障害者雇用の実例を多数交えた講
演です。先着60人。詳細は市ホームページを。

▢申 �Ｅメールかファクスで参加者氏名、事業所名と所在地、
電話番号、Ｅメールアドレス、ファクス番号、障害者
雇用についての質問（任意）を、障害福祉課（▢E
shafuku@city.kamakura.kanagawa.jp、FAX25-１４４３、
内線２６９４）へ

講師…手嶋清澄さん （障がい者企業就労アドバイザー）

王
妃
、
高
円
宮
妃
が
視
察
の
た

め
に
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
、
大
学
・
企
業
、
行
政
が

顔
の
見
え
る
距
離
で
共
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
評
価
と

い
え
ま
す
。

　
本
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
は

今
後
、
市
民
意
見
の
公
募
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
現
庁
舎
跡
地

利
用
に
関
し
て
も
、引
き
続
き
、

皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
を
通

じ
、
よ
り
良
い
整
備
が
で
き
る

よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

障害者雇用を基本から学ぼう！講演会

市役所講堂（第３分庁舎）
１４：００～１６：００

１２／１８
（火）
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１１
月
２８
日
（
水
）
…
午
後
５
時
～
７

時　
市
役
所
講
堂（
第
３
分
庁
舎
）

▢申
１１
月
１５
日
～
２６
日
に
土
地
利
用
政

策
課
（
内
線
２
８
２
０
）
へ

都
市
計
画
課
か
ら

　
問
い
合
わ
せ
・
縦
覧
は
い
ず
れ
も

都
市
計
画
課
（
本
庁
舎
３
階
、 

☎
61

局
３
４
０
８
）
へ
。

【
都
市
計
画
公
園
の
変
更
に
係
る
条

例
縦
覧
と
公
聴
会
】

　
市
で
は
、
公
園
・
緑
地
の
見
直
し

に
伴
う
都
市
計
画
公
園
の
変
更
の
原

案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

内
容
…
都
市
計
画
公
園
の
変
更（
５・

６
・
１
号
鎌
倉
海
浜
公
園
）

縦
覧
・
公
述
申
出
期
間
…
１１
月
２６
日

～
１２
月
１０
日 

◆
公
聴
会

来
年
１
月
２３
日
（
水
）
…
市
役
所
講

堂
（
第
３
分
庁
舎
）　
午
後
７
時

～
９
時　

 
公
述
人
募
集
…
対
象
は
市
民
お
よ
び

利
害
関
係
人
（
市
内
在
勤
の
人
な

ど
）。
抽
選
で
10
人
程
度
（
抽
選

結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
）。

希
望
者
は
意
見
の
要
旨
と
住
所
・

氏
名
を
書
い
た
公
述
申
出
書
を
期

間
内
（
必
着
）
に
郵
送
ま
た
は
直

接
、
同
課
へ 

傍
聴
人
募
集
…
希
望
者
は
直
接
会
場

へ（
満
員
時
に
は
入
場
制
限
あ
り
。

公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
）

※
公
述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
は
中

止
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

【
都
市
計
画
案
の
縦
覧
】

内
容
…
大
平
山
丸
山
地
区
地
区
計
画

の
変
更
案

縦
覧
期
間
…
１１
月
３０
日
～
１２
月
１４
日

意
見
書
の
提
出
…
案
に
つ
い
て
意
見

の
あ
る
人
は
、
市
長
宛
て
に
意
見

書
を
提
出
で
き
ま
す
。 

期
間
内

（
必
着
）
に
郵
送
ま
た
は
直
接
、

同
課
へ 

野
焼
き
に
ご
注
意
を

　
時
節
柄
、
落
ち
葉
な
ど
の
野
焼
き

（
た
き
火
な
ど
）
に
よ
る
煙
の
被
害

に
つ
い
て
、
多
数
の
相
談
が
市
へ
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
周
囲
の
人
の
迷

障
害
者
控
除
対
象
者
に 

認
定
書
を
発
行

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
人
の
う
ち
、
次
の
対
象
者

に
、
税
申
告
手
続
き
で
、
所
得
税
と

市
・
県
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

対��

象
者
…
次
の
全
て
を
満
た
す
人

　
▼
６５
歳
以
上
で
平
成
３０
年
１２
月
３１

日
に
市
内
に
住
所
を
有
す
る　

 

▼
要
介
護
１
～
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
か
、
障
害
の
程
度
が
確
認

で
き
る
医
師
の
診
断
書
な
ど
を

持
っ
て
い
る

　
希
望
者
は
、
申
請
書
を
高
齢
者
い

き
い
き
課
（
本
庁
舎
１
階
）
に
請
求

し
、
交
付
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

　
２９
年
分
の
認
定
書
を
発
行
さ
れ
、

現
在
も
要
介
護
状
態
に
あ
る
人
に
は

１１
月
末
に
申
請
書
を
送
り
ま
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
１２
月
１
日
か

ら
で
、１２
月
31
日
の
状
況
を
確
認
し
、

来
年
１
月
７
日
以
降
に
認
定
書
を
発

行
し
ま
す
。

※�

障
害
者
手
帳
な
ど
で
普
通
障
害
者

控
除
を
受
け
て
い
る
人
で
も
、
要

介
護
４
か
５
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
、
特
別
障
害
者
控
除
の
認

定
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▢問
高
齢
者
い
き
い
き
課
☎
６１
局
３
８

９
９市

立
中
学
校
の
給
食 

物
資
納
入
業
者
を
募
集

　
３１
・
３２
年
度
分
の
中
学
校
給
食
用

物
資
の
納
入
業
者
の
登
録
を
受
け
付

け
ま
す
。
納
入
を
希
望
す
る
場
合
、

事
前
に
「
鎌
倉
市
立
中
学
校
給
食
用

物
資
納
入
業
者
」
の
登
録
が
必
要
で

す
（
受
注
が
必
ず
あ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
）。

【
対
象
物
資
】

　
生
鮮
食
材
全
般
、穀
類
、乾
物
類
、

缶
詰
類
な
ど
（
調
味
料
、
油
脂
類
は

対
象
外
）。

▢申
学
務
課
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
登
録
申
請
書
類
と
そ
の
他
の
必

要
書
類
を
、
１１
月
１９
日
～
１２
月
７

日
（
必
着
）
に
同
課
（
〒
２
４
８

―
０
０
１
２
御
成
町
１２
の
１８
鎌
倉

水
道
営
業
所
庁
舎
２
階
、
☎
61
局

３
８
０
４
）
に
郵
送
か
持
参
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
を

農
地
転
用
・
相
続
に
は 

手
続
き
・
届
け
出
を

【
農
地
転
用
の
手
続
き
】

　
農
地
を
資
材
置
き
場
や
駐
車
場
な

ど
他
の
目
的
で
利
用
す
る
場
合
、
一

時
的
で
も
転
用
の
手
続
き
が
必
要
で

す
（
場
所
に
よ
っ
て
は
転
用
不
可
）。

許
可
を
受
け
な
い
と
農
地
法
違
反
と

な
り
、
県
知
事
の
是
正
命
令
な
ど
に

従
わ
な
い
場
合
に
は
、
土
地
所
有
者

も
対
象
と
な
る
厳
し
い
罰
則
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
悪
質
な
業
者
が
「
農
地
を
造

成
す
る
」
な
ど
と
契
約
話
を
持
ち
掛

け
て
、
農
地
に
不
法
投
棄
を
行
う
事

例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
安
易
な
契

約
に
ご
注
意
を
。

【
農
地
相
続
の
届
け
出
】

　
農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
農
業
委

員
会
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
相

続
に
伴
う
農
地
の
権
利
取
得
を
農
業

委
員
会
が
把
握
す
る
こ
と
で
、
農
地

が
有
効
利
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。
相
続
者
が
自
分
で
耕
作
で
き

な
い
場
合
に
借
り
手
を
探
す
な
ど
の

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▢問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線
２
４

８
２
）

傍

聴

者

募

集

【
総
合
計
画
審
議
会
】

　
第
３
期
基
本
計
画
の
分
野
別
評
価

に
つ
い
て
。
先
着
５
人
。

１１
月
１９
日
（
月
）
…
午
前
１０
時
～
正

午　
市
役
所
４
０
２
会
議
室
（
本

庁
舎
４
階
）

▢申
１１
月
１６
日
ま
で
に
企
画
計
画
課

（
内
線
２
６
４
６
）
へ

【
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
】

　
大
規
模
開
発
事
業（
長
谷
三
丁
目・

病
院
の
増
築
、
岩
瀬
字
上
土
腐
・
学

校
の
新
築
、
台
三
丁
目
・
共
同
住
宅

の
新
築
）
に
つ
い
て
。
先
着
22
人
。

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
植
木
剪せ

ん

定て
い

材

な
ど
の
処
理
に
は
、
で
き
る
だ
け
市

の
資
源
回
収
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▢問
環
境
保
全
課
☎
61
局
３
４
２
０

中
小
企
業
退
職
金
制
度

　
中
小
企
業
退
職
金
制
度
は
、
退
職

金
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
困
難
な
中

小
企
業
に
対
し
、
事
業
主
の
相
互
共

済
の
仕
組
み
と
国
の
援
助
に
よ
っ
て

設
け
ら
れ
た
国
の
退
職
金
制
度
で

す
。
条
件
を
満
た
す
企
業
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
、
年
齢
や
勤

続
年
数
に
応
じ
て
掛
け
金
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
運
営
を
行
う
勤
労
者
退
職

金
共
済
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▢問
商
工
課
（
内
線
２
４
０
２
）

弁
護
士
に
よ
る 

債
務
返
済
相
談
会

　
借
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
返
済
で
悩

ん
で
い
る
人
、
総
量
規
制
で
借
り
ら

れ
な
く
な
っ
た
人
、
借
金
返
済
の
た

め
に
借
金
を
し
て
い
る
人
な
ど
を
対

象
に
し
た
無
料
相
談
会
で
す
。
先
着

４
人
（
１
人
に
つ
き
消
費
生
活
相
談

員
に
よ
る
事
前
相
談
30
分
、
弁
護
士

相
談
30
分
）。
要
予
約
。

１２
月
５
日
（
水
）
…
市
役
所
４
０
２

会
議
室
（
本
庁
舎
４
階
）　
午
後

１
時
30
分
～
４
時

▢申
市
民
相
談
課
（
内
線
２
３
５
８
）

「
リ
ユ
ー
ス
ネ
ッ
ト 

か
ま
く
ら
」の
ご
活
用
を

　
「
リ
ユ
ー
ス
ネ
ッ
ト
か
ま
く
ら
」

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
市
役
所

の
掲
示
板
な
ど
を
通
じ
て
、
不
用

品
を
譲
っ
た
り
譲
り
受
け
た
り
す

る
制
度
で
す
。

【
利
用
で
き
る
人
】

●
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

●
原
則
、
市
内
で
品
物
の
受
け
渡

し
が
で
き
る

●
営
利
を
目
的
と
し
な
い

【
登
録
で
き
る
も
の
】

　
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
も
の
。

▼
家
具　
▼
電
気
製
品

▼
自
転
車　
▼
衣
類

▼
パ
ソ
コ
ン
用
品

▼
趣
味
用
品　

▼
子
ど
も
用
品　

▼
書
籍　
な
ど

【
登
録
で
き
な
い
も
の
】

▼
動
植
物
（
鉢
植
え
の
植
物
を
除

く
）　
▼
携
帯
電
話　
▼
バ
イ
ク・

自
動
車
な
ど
登
録
や
名
義
変
更
の

必
要
な
も
の　
▼
修
理
が
必
要
な

も
の　
な
ど

【
譲
り
た
い
も
の
・
譲
っ
て
ほ
し

い
も
の
を
登
録
す
る
】

　
登
録
カ
ー
ド
に
記
載
し
、
ご
み

減
量
対
策
課
（
本
庁
舎
１
階
）
か

支
所
・
笛
田
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。「
リ

ユ
ー
ス
ネ
ッ
ト
か
ま
く
ら
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

【
譲
り
受
け
る
】

　
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
掲
示
板

（
市
役
所
ロ
ビ
ー
、
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
大
船
店
）
に
希
望
の
品
物

が
あ
れ
ば
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

鎌
倉
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
会
議
へ
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

▢問
鎌
倉
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
会
議

（
☎
３２
局
９
０
９
４
＝
平
日
午

前
１０
時
～
午
後
４
時
、
笛
田
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
）

大船地域の情報を発信しています 大船地域づくり会議事務局　地域のつながり課…内線2311

ごみ減量対策課
☎６１－3396

お

知

ら

せ

市
役
所
は
☎
23
局
３
０
０
０

▢問
…
問
い
合
わ
せ　
　

▢申
…
申
し
込
み
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皆さまの応援をお願いします　鎌倉市ふるさと寄附金 企画計画課ふるさと寄附金担当☎61−3845

　
Ⓐ
Ⓑ
の
職
務
内
容
は
い
ず
れ
も
、

市
庁
舎
内
外
各
課
で
の
一
般
事
務
。

申
し
込
み
方
法
は
末
尾
参
照
。

Ⓐ
事
務
補
助
嘱
託
員

①
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
に
よ
る
文
書・表
作
成
な
ど
）

が
で
き
る
人
　
35
人
程
度

②
平
成
３１
年
４
月
１
日
～
翌
年
３
月

３１
日
（
更
新
な
し
）

③
原
則
は
平
日
で
月
12
日
。午
前
９
時

～
午
後
５
時
。
配
置
先
に
よ
っ
て

は
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
７
時
の

う
ち
、指
定
す
る
７
時
間
。
土・日 

曜
日
の
勤
務
が
あ
る
職
場
も
あ
り

④
日
額
７
３
５
０
円

⑤
１
次
＝
書
類
選
考
　
２
次
＝
実
技

試
験
（
１
月
８
日
予
定
）　
３
次

＝
個
人
面
接

Ⓑ �

障
害
者
事
務
補
助 

嘱

託

員

①
次
の
全
て
を
満
た
す
人
。
▼
障
害

者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
　
▼

パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
に
よ
る
文
書・表
作
成
な
ど
）

が
で
き
る
　
若
干
名

②
３１
年
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
３１
日

（
更
新
な
し
）

③
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
う
ち
、

勤
務
時
間
に
よ
り
日
数
を
決
定

（
応
相
談
）　
▼
ア
＝
５
時
間
で
月

18
日
　
▼
イ
＝
６
時
間
で
月
15
日

▼
ウ
＝
７
時
間
で
月
13
日

④
▼
ア
＝
日
額
５
２
５
０
円
　
▼
イ

＝
日
額
６
３
０
０
円
　
▼
ウ
＝
日

額
７
３
５
０
円

⑤
１
次
＝
実
技
試
験
（
１
月
８
日
予

定
）　
２
次
＝
個
人
面
接

▢申
受
験
案
内
と
申
込
書
は
、
市
役
所

受
付・支
所・市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
（
大
船
ル
ミ
ネ
ウ
ィ
ン
グ
６

階
）・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

Ⓐ
は
11
月
３０
日
（
消
印
有
効
）、

Ⓑ
は
12
月
７
日
（
同
）
ま
で
に
、

申
込
書
類
一
式
を
特
定
記
録
郵
便

（
本
人
の
持
参
も
可
）
で
、
職
員

課
（
本
庁
舎
２
階
、
内
線
２
２
３

２
）
へ

LINE＠で子ども・子育
て情報を発信しています。
アカウント名＝鎌倉市

広報広聴課☎６１−３８６７

事
務
補
助
嘱
託
員
の
募
集

①
応
募
資
格
・
人
数

②
委
嘱
期
間

③
勤
務
条
件

④
報
酬
額

⑤
選
考
方
法

◎
交
通
費
は
別
途
支
給
　

◎
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

５ 歳児すこやか相談　発達支援室☎23−5130
　市では、市内在住の ５ 歳児（平成2５年 4 月 2 日〜2６年 4 月 1 日生
まれ）を対象に ５ 歳児すこやか相談を実施しています。この年齢は集
団生活を通し社会性が大きく成長する時期であり、子育ての悩みも
変化してきます。内容に応じた専門スタッフが相談をお受けします。
　市内の幼稚園・認可保育所・認定こども園に通っていないお子さ
んで相談を希望する場合は、発達支援室にご連絡ください。リーフ
レットと相談票を郵送します。相談票は市ホームページからも入手
できます。 
※�市内の幼稚園・認可保育所・認定こども園に通うご家庭には、園

を通してリーフレットを配布しています

お店の外国語メニューなどの作成をお手伝いします！

　市の協働事業で、JIAOLIU（ジャオリュウ）鎌倉がお店の外国語のメ
ニュー表や店内マナーなどの掲示物を作成します。ぜひご活用ください。
対�象…外国語メニューなどが必要な市内の飲食店や店舗で、対応にお
困りの人
内容…店独自の外国語メニュー、マナー啓発用の店内掲示物などの作成
　※英語以外の言語については相談を
定員…先着２０店舗
費用…無料
▢申 �１２／ 1 以降に電話かＥメールでJIAOL IU鎌倉（☎３２−９２１７、�
▢Ｅ �contact@jiaoliu.jp）へ

観光課☎６１－3884

【申し込みから完成までの流れ】

保育士といっしょ！
「わくわく広場」へのご案内
　公立保育園の保育士と一緒に
遊びます。対象は未就学児と保
護者。子育ての疑問や悩みも気
軽にご相談を。
◆����１１/1６（金）…腰越学習センター
　 1０：０0～1１：30
▢問保育課☎６１−3893

予約
不要

保育コンシェルジュの
個別相談

　１人１０分程度。 先着順。
◆�11/２８（水）…鎌倉子育て支援
センター　１０：00～1２：００

▢問同センター☎２３−0606

予約
不要

予約
不要　英語で歌ってあそぼう
　英語の童謡や手あそびを親子
で楽しみます。対象は未就学児
と保護者。
◆11/２１（水）…梶原子ども会館
　　1０：30～１１：１0
▢問同会館☎４７−1433

三角麻里子さんの
ぽかぽかベビーマッサージ
　オイルを使ったマッサージで
免疫力アップ、風邪予防。対象
は ２ カ月～ ６ カ月の乳児と保護
者。先着 ８ 組。▢￥ 1 組500円。
◆1２/１３（木）…梶原子ども会館
　　1０：30～１１：３0
▢申 �１２／6以降に同会館（☎４７−

1433）へ

手形でクリスマスツリーを
作ろう

　色紙に取った手形を切り抜い
て、オリジナルの壁飾りツリー
を作ります。対象は未就園児と
保護者。定員２０組。抽選。
◆�１２／１０（月）…腰越支所　
　１０：００～１１：３０
▢申 �往復はがきで、催し名・郵便

番号・住所・氏名（ふりがな）・
電話番号・子どもの名（ふり
がな）・月齢か年齢を、１１／２４

（必着）までに腰越つどいの
広場＊ひまわり＊白井（〒
248−0032津483−１５、☎３１−
6416）へ

予約
不要 新聞ビリビリ＆
ビニールプールでボール遊び
　新聞を自由に破いた後はボー
ル遊び。対象は未就園児と保護者。
◆11/19（月）…腰越支所
　　1０：30～１１：30
▢問腰越つどいの広場＊ひまわり＊
　白井☎３１−6416

非常食を食べてみよう
　非常食を食べながら防災につ
いて考えるイベント。対象は小
学生。▢￥ �200円。
◆11/21（水）…梶原子ども会館
　　1４：０0～１６：０0
▢申 �同会館（☎４７−1433）で直接

申込用紙に記入して提出

予約
不要　おはなしピッコロの人形劇 

　対象は市内在住の未就学児と
保護者。
◆1２/3（月）…岩瀬子ども会館

11：00～11：30
�▢問同会館☎４７−0887

7 面にも、子ども関係のイ
ベント情報があります。
目印はこのマーク。

→①JIAOLIU鎌倉へ
　連絡・申し込み

�②�JIAOLIU鎌倉が�
お店に伺います

③メニューを提出、
　要望などを確認

�④JIAOLIU鎌倉が
作成・調整→完成！→ →

子 育 て 情 報
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消費生活相談
一
人
で
悩
ま
ず

す
ぐ
相
談
を

偽
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ

フ
ト
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
増
え
て
い
ま
す
！

　
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か

ら
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
請
求
が

あ
っ
た
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
」
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
相
談
者
同
席
の
も
と
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
会
社
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
海
外
業
者
か
ら
の
請
求
で

あ
る
こ
と
と
利
用
日
が
確
認
で
き

ま
し
た
。

　
利
用
日
を
も
と
に
相
談
者
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
相
談
者
は
「
パ

ソ
コ
ン
使
用
中
、『
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
い
る
』
と
画
面
に
警
告

表
示
が
あ
り
、
連
絡
先
に
電
話
を

か
け
た
。
そ
の
際
、
カ
ー
ド
番
号

を
聞
か
れ
た
の
で
、
現
在
契
約
中

の
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
思
い
伝
え
た
」

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
最
近
、
事
例
の
よ
う
に
、
偽
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
警
告
に
よ
っ

て
、
有
料
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
購

入
や
サ
ポ
ー
ト
契
約
を
し
て
し
ま

う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
に
警
告
が
表
示
さ
れ
て
も
、

安
易
に
信
用
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
ほ
と
ん
ど
が
偽
警
告
で
す
。

警
告
画
面
の
表
示
が
日
本
語
で

あ
っ
て
も
海
外
業
者
の
場
合
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
独
立
行
政
法
人
情
報

処
理
推
進
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
「
安
心
相
談
窓
口
だ
よ
り
」
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
事
例
の
場
合
は
業
者
の

連
絡
先
に
電
話
し
て
解
約
が
了
承

さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、
海
外
業

者
に
英
文
で
解
約
メ
ー
ル
を
送

り
、解
決
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
不
審
に
思
っ
た
り
、
困
っ
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▢問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎︎
24
局
０

０
７
７

まちのスケッチ
市民通信員が

身近な話題をリポート

日
常
の
風
景
を 

楽
し
む
鎌
倉
散
歩

　
鎌
倉
と
い
え
ば
、
観
光
名
所
が

た
く
さ
ん
あ
る
、
す
て
き
な
ま
ち

で
す
。私
た
ち
住
民
に
と
っ
て
は
、

そ
ん
な
風
景
も
日
常
で
す
か
ら
、

ぜ
い
た
く
な
こ
と
で
す
ね
。

　
海
が
あ
っ
て
、
山
が
あ
っ
て
、

空
気
も
き
れ
い
な
鎌
倉
に
住
め
る

こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、私
は
よ
く
、

ま
ち
を
歩
き
ま
す
。

　
春
に
は
桜
を
見
に
出
掛
け
ま

す
。
桜
の
名
所
や
身
近
な
公
園
に

も
行
き
ま
す
が
、
一
番
き
れ
い
だ

と
感
動
す
る
の
は
、
散
歩
中
に
見

か
け
る
個
人
宅
の
庭
の
桜
の
木

だ
っ
た
り
し
ま
す
。
古
く
か
ら
自

然
の
ま
ま
に
伸
び
た
枝
が
、
上
手

に
剪せ
ん
て
い定

さ
れ
て
い
て
、
な
ん
と
も

美
し
い
の
で
す
。

　
ま
た
、
地
元
住
民
な
ら
で
は
の

抜
け
道
を
行
く
と
、
富
士
山
が
見

え
る
す
て
き
な
場
所
が
あ
り
ま

す
。
お
正
月
に
は
、
そ
の
場
所
か

ら
、
富
士
山
と
初
日
の
出
の
共
演

を
見
ま
し
た
。
と
て
も
き
れ
い
で

感
動
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
秋
晴
れ
の
あ
る
日
、
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
通
っ
て
、
源

氏
山
公
園
に
出
掛
け
ま
し
た
。
複

雑
に
絡
ん
だ
木
の
根
っ
こ
が
芸
術

作
品
の
よ
う
で
、
何
度
見
て
も
し

び
れ
ま
す
。
銭
洗
弁
財
天
ま
で
行

き
、
お
金
を
洗
い
、
ち
ょ
っ
と
お

金
持
ち
に
な
っ
た
夢
を
見
た
後
、

帰
り
は
少
し
疲
れ
た
の
で
、
ゆ
っ

く
り
歩
き
ま
し
た
。

　
リ
ス
や
タ
ヌ
キ
、
時
に
ヘ
ビ
や

モ
グ
ラ
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
、

自
然
た
っ
ぷ
り
の
鎌
倉
の
ま
ち

を
、
気
候
の
良
い
秋
に
ぜ
ひ
、
皆

さ
ん
も
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

【
大
船
地
区
　
武
田
陽
子
】

　地方自治法の規定に基づき、「鎌倉市本庁舎整備に関する住民
投票条例」の制定請求が平成30年11月 ６ 日に提出され、受理しま
した。今後、この条例案は市議会で審議されます。請求書に記載
された請求の要旨等は、市役所掲示場、支所のほか、市ホームペー
ジ（http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/shisei/kokuj
i/300824tyokusetuseikyu_yousi.html）でもご覧いただけます。

鎌倉市本庁舎整備に関する
住民投票条例制定請求書の受理について

総務課…内線2219

「観光ワークショップ」を開催

　シニアの皆さんの経験を生かし、外国人観光客に「日常の鎌倉体
験」を紹介し、忘れられない思い出づくりのお手伝いをしません
か。お米を炊いたり、そば打ちや野

の

点
だて

をしたり、日本の日常や文化
を楽しみたい観光客が増えています。参加者それぞれが、オリジナ
ルのおもてなし方法を考え、グループで話し合いながら外国人を
もてなす方法などについて学びます。
講師…秋山智洋さん（T

ト リ プ ラ ス

RIPLUS代表取締役）
対象…�市内在住の原則55歳以上で、インターネットの利用と日常

英会話ができ、全回参加できる人。先着30人。
とき…12／ １・８・15・22の土曜日で ４回
ところ…市役所４０２会議室（本庁舎 ４階）
時間…10：00～12：00
申し込み…11／15の9：00以降にＥメールで、催し名・氏名・電話番
号をセカンドライフかまくら生涯現役促進地域連携鎌倉協議会
（▢E shougai@kamakura-geneki.net、▢☎31−7533）へ

シニア向け
高齢者いきいき課☎６１－3930

　ＬＧＢＴ※の人の多くは、誤解や偏見に基づく差
別を恐れ、ありのままの自分を出せないといわれて
います。みんなが過ごしやすいまちをつくるために、
それぞれの立場で何ができるのか、考えるきっかけ
としませんか。先着30人。
講師…�原ミナ汰さん（共生社会をつくるセクシュアル・

マイノリティ支援全国ネットワーク代表理事）
とき…12／15（土）　13：30～15：00
ところ…市役所８２２会議室（第 ４分庁舎）
申し込み…11／15以降に電話で同課へ

※�ＬＧＢＴ（レズビアン、ゲイ、バイセクシャル、トランスジェンダー）とは、約13
人に １人の割合でいるともいわれる身近なマイノリティ（少数者）

文化人権課☎︎61－3870

　10／22に、鎌倉在住・在勤の人
を対象とした「かまくら共生カ
フェ」を、スターバックスコーヒー
鎌倉御成町店で行いました。

　 ３ つのグループに分かれ、「共
生」をテーマに話し合いをするこ
とができました。さまざまな場面
での差別、配慮を題材にした ６ 種
類の「会話のカード（左・イラス
ト）」をグループの代表者が １枚引
き、カードのイラストの内容につ
いて、お互いの意見や感想を話し
合いました。

　最後に参加者の皆さんに「共
生カフェで話したこと、気づい
たこと、考えたこと」などを記入
してもらいました（右・写真）。
　市では、これからも共生社会
の実現に向けて、市民の皆さん
と気軽に語り合う場を大切にし
ていきます。次の新しい出会い
を楽しみにしています。

かまくら
共生カフェ

地域共生課…内線2496

「多様な個性を受けとめるために」
人権啓発講演会

原ミナ汰さん

広報広聴課☎︎６１－3867市政eモニター募集
　市の施策や課題などについて、インターネット
によるアンケートに回答していただきます。Ｅ
メールでいつでも意見の提出ができます。

　対象は市内在住・在学・在勤の１６歳以上の人。市ホームページ
から申し込みを。
※インターネット利用に要する費用は各自負担



　インフォメーション欄への掲載は
後援の決定を受けたものに限り、同一
団体の掲載依頼は年度内5回以内で
す。また、依頼件数が多数の場合は抽
選により決定します。
　インフォメーション掲載基準の詳
細や、抽選により掲載できなかった催
しは市ホームページでご確認くださ
い。
　今号は全て掲載されています。
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子ども・子育てに関するイベント情報はこの「キャラ子」のマークが目印です。

４５００～６０００円。日程など詳細は各会場へ
問い合わせを。　▶鎌倉武道館（▢☎ ４６－
８０１０）…ピラティス、ヨガ、気功、骨盤エク
ササイズなど全２４コース　▶大船体育館

（▢☎ ４７－１８６２）…ヨガ、骨盤エクササイズ
など全４コース　▶見田記念体育館（▢☎２４
－１４１５）…ヨガ、バレトン、※親子体操、骨
盤エクササイズ　▶鎌倉体育館（▢☎ ２４－
３５５３）…はじめてジャズダンス、※※ジャ
ズヒップホップ、卓球、ボディパンプ

みどりのボランティア
史跡や緑地の手入れ。時間は９：３０～１２：
００。　▶１２／８（土）…朝夷奈切通　▶１２／１５

（土）…十二所果樹園　▪申鎌倉風致保存会
▢☎２３－６６２１＝日・月曜日、祝日を除く

子ども・子育て
やってみよう！わくわくクッキング

かつお節削りやおにぎり作り。対象は２歳
６カ月～３歳１１カ月の子どもと保護者。初
めて参加する人優先。先着１０組。▢￥１組１００
円。　▶１２／７（金）…たまなわ交流セン
ター　１０：３０～１２：００　▪申１１／１５以降に市
民健康課（▢☎６１－３９４３）へ

冒険遊び場
【里山フェスタ〜御谷で遊ぼう】　火おこ
し、ロープワークなど。小学３年生以下は
保護者同伴。　▶１１／２３（金・祝）…御谷の
森（雪ノ下）　１０：００～１３：００

【のこぎりを使って廃材で工作！】　小学
３年生以下は保護者同伴。　▶１１／２５（日）
…笛田一丁目公園　１０：００～１４：００
▪問かまくら子育て支援グループ懇談会・
長谷川▢☎０９０－１６０７－８１５４
赤ちゃんとママのためのＸマスコンサート
出演はかまくら五人姉妹（弦楽四重奏楽
団）。対象は市内在住の未就学児と保護
者。先着２０組。　▶１２/４（火）…鎌倉婦人子
供会館（小町）　１０：３０～１１：１０　▪申１１/１５
以降に「輝き・遊っ子楽っ子」相良（▢☎ ０９０
－３２２９－１２５３）へ

深沢キッズネット
あそびうた クリスマスライブ

出演は三根正信さん（あそびうたＡ１グラ
ンプリ優勝者）。対象は未就学児と保護
者。　▶１２／６（木）…深沢学習センター　
１０：００～１２：００　▪問主任児童委員・角田▢☎
４７－５０７５

赤ちゃんが泣いてもＯＫ
クリスマスコンサート

ピアノ、フルート、バイオリンの演奏会。
先着１００人。８歳以下は保護者同伴。　▶１２／
１６（日）…佛日庵別院瑞光殿（山ノ内）　
１３：３０～１４：３０　▪申GAURI▢☎２２－６３２４

講座・教室・展示
介護予防教室

対象は市内在住の６５歳以上の人。
【①シニアのための脳と体のリフレッ
シュ体操】　第一部は脳を活性化し、認知
症予防を図る体操を習う。第二部は認知
症サポーター養成講座で正しい理解や対
応について学ぶ。講師は福永晴美さん（看
護師）。先着２５人。　▶１１／２１（水）…材木座
公会堂　１３：３０～１５：３０

【②笑って元気！～ラフターヨガをやっ
てみよう】　講師は森山三枝さん・杉本
直 子 さ ん（ ラフタ ーヨガ 認 定 ティー
チャー）。先着１５人。　▶１２／１４（金）…玉縄
学習センター　１０：００～１２：００
▪申 １１／１５以降に①は地域包括支援セン
ター鎌倉きしろ（▢☎ ４０－４４３４）、②は地域
包括支援センターささりんどう鎌倉（▢☎
４２－３７０２）へ

グラスリッツェン作品展
手彫りガラスの作品展。　▶１１／２３（金・

文 化 施 設
鎌倉青少年会館

　　　【①きらきらサロンリトミック深
沢】　対象は市内在住のＡ＝１歳児と保護
者、Ｂ＝２・３歳児と保護者。各先着１０組。　
▶１２／７（金）…深沢子ども会館　Ａ＝１０：
２０～１１：００、Ｂ＝１１：１０～１１：５０

【②おせちクッキング】　だて巻きや、栗
きんとんなどを作る。対象は市内の３歳以
上の人。未就学児は保護者同伴。各先着８
組。▢￥ １組１０００円。　▶１２／８（土）・９（日）…
１０：００～１２：００
▪申１１／１７以降に▢☎か直接、①は深沢子ども
会館（▢☎ ４４－６８８８＝１０：００～１６：００）、②は
鎌倉青少年会館（▢☎２３－７５３０＝９：００～１６：
３０）へ

玉縄青少年会館
　　　【①クラフトＯＰＥＮデイ～クリ
スマスクラフト】　対象は市内の小学生
以上の青少年。小学１・２年生は保護者同
伴。先着３０人。▢￥ ２００～３００円。　▶１２／２

（日）…１０：００～１２：００
【②親子でイングリッシュ】　英語の歌や
踊り、絵本の読み聞かせなど。対象は市内
在住のＡ＝２・３歳児と保護者、Ｂ＝年少・
年中児と保護者。各先着８組。 ▶１２／１２

（水）…Ａ＝１０：３０～１１：００、Ｂ＝１３：００～
１３：３０

【③パステルで描く季節の絵はがき】　は
がき大の画用紙に季節の植物や風景など
を表現する。対象は市内の小学２年生以上
の人。各先着８人。▢￥ １００円。　▶１２／１５

（土）・１６（日）…１０：００～１１：３０
【④リトミックであそぼう】　きょうだい
の参加も可。各先着１０組。時間は１０：３０～
１１：３０。　▶１２／１７（月）…市内在住の２歳ぐ
らいの子どもと保護者　▶１２／２０（木）…
市内在住の３歳ぐらいの子どもと保護者
▪申①は当日直接会場へ、②～④は１１／１７以
降に▢☎か直接（初日は▢☎のみ）、同館（▢☎４４
－０４８０＝９：００～１７：００）へ

市民情報伝言板
鎌倉中央公園でお茶席

木々の色づく秋景色の中で和のひととき
を体験する。▢￥ ３００円。　▶１１/２４（土）・２５

（日）…鎌倉中央公園休憩舎　９：００～１４：
００　▪問市公園協会▢☎４５－２７５０

深沢地区文化祭～芸能のつどい
舞踊、フラダンス、コーラスなど。　▶１１／
２５（日）…深沢学習センター　１３：００～１７：
００　▪問深沢地区連合町内会（深沢支所内）
▢☎４８－００２１

ひきこもりの若者と
家族を支援する勉強会

対象は就労に問題を抱える若者とその家
族。先着30人。支援セミナー後、個別相談

（後日）の予約受け付けも。　▶12/1（土）
･･･湘南・横浜若者サポートステーション

（小袋谷）　13:30～15:00　▪申同ステー
ション▢☎42－0203

漁協の朝市
魚介類や鎌倉やさいの直売。時間は１０：００ 
から（売り切れ次第終了）。荒天時中止。

【鎌倉漁業協同組合】　８：３０ごろから整理
券を配布。　▶１２／２（日）…鎌倉パークホテ
ル駐車場（坂ノ下）　▪問同組合▢☎２２－３４０３

【腰越漁業協同組合】　▶１２／６（木）…同組
合事務所前　▪問同組合▢☎３２－４７４３

かまくらシニア健康大学
いつまでも元気に過ごすための食生活の
大切さについて学ぶ。講師は渡邉公子さ
ん（料理・食アドバイザー）。対象は市内在
住の６５歳以上の人。先着5０人。　▶１２／１８

（火）…鎌倉生涯学習センター　１０：００～
１２：００　▪申市民健康課▢☎６１－３９７７

包括支援センターってなぁに？
講師は松井敦子さん（ふれあいの泉）。対
象は市内在住の６０歳以上の人。先着２０人。　
▶１２／３（月）…今泉さわやかセンター　
１０：００～１１：３０　▪申 １１／１５以降に同セン
ター（▢☎４５－４６１１）へ

鎌倉バリアフリーシンポジウム
テーマは「安心して行き来できるまちづ
くり～鎌倉のみちをめぐって」。講師は榊
原正博さん（湘南バリアフリーツアーセ
ンター理事長）。　▶１１／１７（土）…福祉セ
ンター　１３：３０～１６：３０　▪問鎌倉バリアフ
リー研究会▢☎３１－８９４２

時頼忌俳句大会
先着２００人。▢￥ １０００円（拝観料別途）。　▶
１１／２３（金・祝）…建長寺應真閣（山ノ内）　
１１：００～１６：３０（投句締め切りは１３：００）　
▪問鉢ノ木句会▢☎２２－０９８１

bitチャリティーコンサート
バージナル（小型チェンバロ）の演奏会。
出演は上薗未佳さん（チェンバリスト）。 
６歳以下は保護者同伴。▢￥ ２５００円（学生
１５００円）。　▶１１／２５（日）…カトリック由
比ガ浜教会聖堂（由比ガ浜）　１４：００～１６：
００　▪申▢FAXで 必要事項、チケット枚数をbit（▢FAX
２２－２４５７、▢☎０９０－８４９１－９０５７）へ

ちばわん 湘南いぬ親会
保護された犬に新しい家族を探す譲渡
会。　▶１１／２５（日）…鎌倉海浜公園由比ガ
浜地区　１０：３０～１４：３０　▪問ちばわん・角
田▢☎４７－５０７５
講演会「学びあい  手をつなぐ  子育て」

講師は広木克之さん（神戸大学名誉教
授）。先着１００人。　▶１２／９（日）…ピヨピヨ
保育園（常盤）　１３：００～１５：３０　▪申１１／１５
以降に同園（▢☎８４－８６７１）へ

みんなのクラシックコンサート
　　　子どもから大人まで楽しめる、解
説付きのクリスマスイブコンサート。出
演は齊藤ちとせさん（ソプラノ）、神代恭
子さん（バイオリン）、永山明子さん（ピア
ノ）。先着６００人。▢￥１５００円（前売りあり、席
の不要な３歳以下は無料）。小学３年生以下
は保護者同伴。　▶１２／２４（月・振休）…鎌
倉芸術館　１５：００～１６：１０　▪申１１／１５以降
に▢E で催し名、氏名（ふりがな）、電話番号
とチケット枚数を鎌倉楽堂（▢E kamaku 
ragakudo@gmail.com 、▢☎０８０－３４６８－
５１５２）へ

スポーツ・アウトドア
鎌倉広町の森収穫祭

緑地内で収穫した米や野菜で作った食べ
物の販売と各種ワークショップ。雨天時
は１１／１８（日）に延期。　▶１１／１７（土）…鎌
倉広町緑地　１０：３０～１３：００　▪問同緑地管
理事務所▢☎３２－５１１２
鎌倉スポーツブリッジ共同事業体の催し

【栄養学セミナー】　対象は１６歳以上の
人。先着３０人。　▶１２／１１（火）…鎌倉体育
館　１１：００～１１：４５　▪申１１／１５以降に同体
育館（▢☎２４－３５５３）へ

【コース型教室（１２月～１月）】　対象は１６
歳以上（※は３歳以上と保護者、※※は年
長～小学生）の人。各先着１０～３０人。▢￥

祝）～２６（月）…鎌倉芸術館　１０：００～１７：
００（２３日は１３：００から、２６日は１６：００まで）　
▪問伊藤▢☎４７－０１４７

日本総合書芸院選抜展
同書芸院の役員と、今年度の同書芸院展
の主な受賞者による書道展。　▶１１／２３

（金・祝）～２７（火）…ゴールデンギャラ
リー、ギャラリー守玄齋（いずれも横浜市
中区）　１０：００～１８：００（２７日は１６：００まで）　
▪問同書芸院▢☎２３－２１００

ＦＰ基礎講座
現代の日常生活に必須な金融リテラシー
を高めるため、FP3級程度の知識習得を
目指す。講師は園部潜三さん（ＦＰ技能
士）。会場は鎌倉ファイナンシャル・プラ
ンナーズ事務所（大船）。各先着１２人。▢￥
９８００円。　▶１１／２７～来年１／２２の火・金曜
日で１３回…１０：００～１２：００　▶１２／１～来年
１／１９の土曜日で７回…１０：００～１５：００　▪申
同プランナーズ▢☎５５－４００８

ＮＰＯセンター鎌倉パソコン教室
オリジナル年賀状作成講座

対象は市民活動に関心のある人。各先着
１５人。▢￥ １５００円（資料・イラストCD代込
み）。ノートパソコン持参（レンタルもあ
り）。　▶１１／２９（木）、１２／６（木）…ＮＰＯセ
ンター鎌倉　９：３０～１１：３０、１３：３０～１５：３０　
▪申同センター▢☎６０－４５５５

講演会「シルクロードの美術」
講師は土谷遥子さん（元上智大学教授）。
先着８０人。▢￥１０８０円。　▶１２／１（土）…鎌倉
婦人子供会館（小町）　１３：３０～１５：００　▪申
１１／１５以降に同会館（▢☎２２－０５０７）へ

鎌倉同人会講座
「新しい自然保護の形」を求めて

山崎の谷戸を探索しながら鎌倉の自然の
魅力を学ぶ。講師は久保廣晃さん（山崎・
谷戸の会理事）。先着４０人。▢￥ ５００円。　▶
１２／１（土）…鎌倉中央公園　１３：３０～１５：３０　
▪申▢E で 必要事項 を同会・西野（▢E info@gins
uzu.com、▢☎61－1930）へ

鎌倉リサイクル推進会議の催し
会場は笛田リサイクルセンター。

【パッチワーク入門～椿のタペストリー】　
先着２０人。　▶１２／３・１７の月曜日で２回…
１３：３０～１５：３０

【カルトナージュ～ティッシュの箱をト
レイにリメイク】　先着１５人。▢￥ ６００円。　
▶１２／５（水）…１０：００～１５：００

【パソコンのメンテナンス】　先着１０人。
▢￥６００円。　▶１２／６（木）…１０：００～１２：００

【端布で作るつるし飾り～入門・初級（羽
子板と羽根）】　先着２０人。▢￥ ６００円。　▶
１２／１２（水）…１０：００～１５：００

【裂き織り～初級編・中級編】　先着２２人。
▢￥８００～１０５０円。　▶１２／１３（木）…１０：００～
１５：００

【ボード織り～ロングショール】　先着１５
人。　▶１２／１４、来年１／１８、２／８の金曜日で３
回…１０：００～１５：００

【お正月用しめ飾り】　先着２０人。▢￥ ９００
円。　▶１２／２０（木）…１０：００～１５：００
▪申１１／１５以降に同会議（▢☎３２－９０９４）へ

おりがみ教室
お正月にちなんだ作品を作る。対象は市
内在住の６０歳以上の人。先着１４人。▢￥ １００
円。持ち物ははさみ、筆記用具、30cm定
規。　▶１２／４（火）…玉縄すこやかセン
ター　１０：００～１２：００　▪申１１／１５以降に同
センター・橋本（▢☎４７－１３３８）へ

星山麻木と学ぶ
先生のための基礎集中講座

最新の特別支援教育に関する知識や支援
方法を学ぶ。各先着５０人。▢￥１講座２５００円。
▶１２／２７（木）…福祉センター　９：３０～１１：
３０、１２：３０～１４：３０、１４：４５～１６：４５　▪申１１／
１５以降にサポーター育星湘南（▢☎ ０９０－
４９６６－６１４７）の▢HPへ
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特別展「ミステリー映画大全集～横溝正史vs.松本清張」
12／16（日）まで

ミ
ス
テ
リ
ー
映
画
を

味
わ
う

　開館当初から続く年末の恒
例「第九」公演。公募による
300人の合唱団が歓喜の歌声
を響かせます。
曲����目：ブラームス「《悲劇的序
曲》op.81」、ベートーベン
「交響曲第９番　ニ短調『合
唱付き』op.125」
全��席指定：2,０00円（4歳児か
ら入場可。24歳以下は半額。
当日身分証の提示を）

鎌倉芸術館 大ホール

11/25
（日）
雨天決行

開館…9：00〜17：00(入館は16：30まで)　休館日…月曜日
チケット販売(各回先着51人。※は11／17から発売開始)…同館・島森書店・たらば書房・上州屋

鎌倉市民文化祭
鎌倉演劇連盟合同公演

あなたの夢叶えます
Byマジカルアソシエーション

1,500円（前売りあり。障害のある方は無料）
▢申鎌倉演劇連盟・志貴☎090ー3336－5154

鎌倉生涯学習センター
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相馬師常墓やぐら

作　品 上　映　日　時

飢餓海峡
１１／27（火） 10：00
11／28（水）・30（金）、12／2（日）13：30

砂の器
11／27（火）・29（木）★1 14：00
１２／１（土）★2 13：30
１２／２（日） 10：30

映画談話室（上映後開催）
★1【伝説の子役が見た『砂の器』の現場】
　　ゲスト：春田和秀さん
　　聞き手：樋口尚文さん（映画評論家・映画監督）
★2【中高生から見た日本のミステリー映画の魅力②】
　　ゲスト：鎌倉学園映画研究同好会

◆講演会※

「松本清張の光と影」

◆上映（チケット発売中）

作　品 上 映日 10：30 14：00

張込み 12／12（水）・15（土） ○
12／14（金） ○

黒い画集
あるサラリーマンの証言 １２／１２（水）・15（土） ○

悪い奴ほどよく眠る １２／１3（木） ○
12／16（日） ○

白い巨塔 12／13（木） ○
12／14（金）・16（日） ○

◆鎌倉発！映画をつくる　『BAKEMONO』『ヒノイリの風』上映＋トークイベント
　12／8（土）10：30から
　ゲスト：大嶋英幹さん（アトロ・フィルムズ代表、監督）、OBAさん（ダンサー）
◆鎌倉発！映画をみせる　『BAKEMONO』『ヒノイリの風』上映＋トークイベント
　12／8（土）14：00から
　ゲスト：辻卓馬さん（プロデューサー）、木村吉貴さん（脚本家）

映画『砂の器』 より

映画『張込み』 より

ゲストの
阿刀田高さん

(作家)

指揮
鈴木恵里奈

ソプラノ
大隅智佳子

アルト
徳永桃子

テノール
園山正孝

バリトン
武田直之

秋の収穫まつり
会場：大船中学校

鎌倉産の農産物や水産物の販売
バザー・模擬店

10:00～14:00

　9：10から「優良農業者・漁
業者並びに農産物品評会受
賞者表彰式」と餅の配布を
行います（雨天時は屋内で開
催のため一般の観覧と餅の
配布はありません）。

12/23
（日）

15:00開演

「
第
九
」

心に響け、世界に届け
歓喜の歌

▢申同館チケットセンター☎0120ー1192ー40
（10：00～ 19：00）

企画展示　入館料300円（小・中学生150円）

企画展関連上映・イベント　1,000円（入館料込み。小・中学生500円）

12／９(日)
14：00から

優秀映画鑑賞推進事業「脚本家・橋本忍」※ 　500円（入館料込み。小・中学生250円）

鎌倉シネサロン「鎌倉発！映画をつくる×みせる」※ 　500円（入館料込み。小・中学生250円）

　その他、お米すくい（10:00・12:00）、ミカ
ンの袋づめ（11:00・13:00）、農産物品評会出
品野菜の即売（11:30）、アンパンマン交通安全
キャラバン(12:30。雨天時は握手会のみ)など。

川喜多映画記念館 ☎23－2500

2017公演ステージより　©Yosuke Miyamoriオーケストラ：鎌倉交響楽団

12/22
（土）

15:00・１8:0０
２回公演

アプリ「マチイロ」で
広報かまくらが読めます

283

農水課（内線 2481）
JAさがみ鎌倉地区運営委員会事務局☎44－3851▢問

©1974・2005　松竹株式会社
／橋本プロダクション
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